
国際規則・規格策定に貢献してきた
先駆者ならではのワンストップサービス

近年、自動車に搭載されるE/Eアーキテクチャは、車両の電動化や自動運転・コネクテッド機能
の搭載により、進化し続けています。これらの新しいシステムに対しても、安全に対する取り組
みは欠かせません。
従来の安全規格である機能安全に加えて、さらなる安全やセキュリティを実現するためにSOTIF
・サイバーセキュリティ・ソフトウェアップデートなどの新たな自動車向けの国際規則・規格も
策定されています。

HORIBAは、これらの各種国際規則・規格策定*に貢献してきた先駆者であるHORIBA MIRA
の知見をベースに、車両E/Eアーキテクチャにとどまらない安全・セキュリティ対策のワンスト
ップサービスを、お客様の状況に応じて提供します。

*MISRA, ISO26262, ISO/PAS 21448, SAE J3061, UNECE R155, R156, ISO/SAE 21434, ISO 24089

本件について、お問い合わせはこちらから： https://horiba.link/K-Enquiry



機能安全・SOTIFのエンジニアリングサービス

電動化・自動運転・コネクテッド機能など、車両E/Eアーキテクチャの複雑化により、安全・セキュ
リティ対応が必要なコンポーネントが増大しています。HORIBA MIRAは、このような急な領域拡大
や能力向上にお困りのお客様に対して、機能安全・SOTIF・サイバーセキュリティのあらゆる領域を
カバーするエンジニアリングサービスを提供しています。コンセプト策定から車両・システム・コン
ポーネントの設計・実装・テストまで、車両開発のライフサイクル全てに対応します。

上の画像に示しているのは、機能安全と自動運転機能の開発に必要となるSOTIFの例です。自動運転
機能の開発では、従来の機能安全がカバーする電気・電子システムの故障・バグに起因したリスクだ
けでなく、システム性能の限界やユーザの誤使用に起因するリスクへ対応する必要があります。
HORIBA MIRAは、乗用車だけでなく、二輪車・商用車・ロボットタクシーなど幅広い車両プラッ
トフォームでの経験を有し、車両コンセプトからコンポーネントレベルのハードウェア・ソフトウェ
アまであらゆるシステム開発をサポートします。また、マニュアル運転から自律レベルを向上してい
く上でのあらゆる課題に対応します。

⚫ エンジニアリングサービス




